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02-143 動的破砕による杭頭処理工法

五洋建設
カヤク・ジャパン
宇部興産
相模工業

⾣概　　　要

産，および૬模工業のڵ༸建設，カϠク・ジϟύン，Ӊ部ޒ

�社は，ඇՐༀの動的ഁࡎࡅによるߌ಄ॲ理工๏をઋࢢ内の

マンション工事現場にద用し，これまで૽Ի・ৼ動をうはつ

Γ作業や施工্の不確定Ҽࢠが多い੩的ഁࡎࡅなͲが主ྲྀで

あったߌ಄ॲ理を৽した。

ඇՐༀながらߌ಄の༨Γ部を一ؾにഁࡅすることが可

な動的ഁࡎࡅは，ۚଐのؐݩԠを利用したもので，ࠓ回ద用

した工๏では，ߌ಄༨Γ部がਫ平ഁஅし，まとまったղ体

ยとして重機等で容қにॲ理することができる。

本工๏の基本である動的ഁࡅ技術は，۽本高等ઐ学校の中

ଜ༟一特教तが長年研究された成ՌのԠ用で，ഁࡎࡅをༀ

するϗルダーにͦの特がॖڽされている。Έはࢸって؆

୯で，ࢁ形߯を 2つ重Ͷ合わͤたஅ面がͻし形の୦管のఈ部に

2ຕ重Ͷの߯൘をऔΓけ，ਫやがೖらないようにࢭਫした

ༀϗルダーをےߌ立࣌に༧定ഁஅ面に固定し，ߌ施工ޙに

と点Ր具をணし，ϦードઢをԆࡎࡅ点でഁ࣌಄がද出したߌ

৳し，༗ઢのԕִૢ作によΓॠ࣌にߌ಄をഁࡅする。また，্

方のഁࡅ力を߆ଋするため，ߌ಄ఱにߗ性のແऩॖϞ

ルタルを用いている。

⾣特　　　徴

動的ഁࡅは，一般的には明確に定ٛされていないが，Րༀࡎ

によるিܸが発生するഁࡅではなく，Ի以下のガスѹによ

るॠ間的なഁࡅとされる。また，ඇՐༀのഁࡎࡅによる動的ഁ

は必要ないが，メーカー֨ࢿを行う場合，作業者は，特に๏的なࡅ

が実施するऔѻい教育を受講しておく必要がある。また，ഁࡅ

作業者は，Րༀྨऔѻ保҆者や発ഁ技師，コンクϦー

トഁࡅ器作業主者のいͣれかの֨ࢿを༗する必要がある。

まͣ，各ༀϗルダーからԆ৳されたϦードઢを直ྻに接ଓ

し，ͦれをԆ長έーブルでഁࡅ信߸機に接ଓする。ഁࡅを行う

場合，当֘のߌ಄からは 3� N以্れた位ஔで行う。また，

ߌのため，രシートやരを当֘ࢭඈ来・ࢄのඈ࣌ࡅഁ

಄にרき，ࡐをരマットなͲで෴う。ഁࡅは，当֘ߌの

3� N以ԕにଞ作業者をҠ動さͤたޙ，スϐーカなͲでप知さ

ͤて҆શを確保したঢ়ଶで行う。

，ඈ来がないことを確認し・ࢄの֎ଆにඈࡐは，രޙࡅഁ

രࡐをऔΓ֎す。ഁࡅが，ਫ平，Ԗ直の྆方向とも発生し，

಄部が༲重できるߌのҾっֻかΓなͲもなく，支োなくےమߌ

とஅされた場合は，ߌ಄部の除ڈ作業にҠ行する。

⾣用　　　途

・場所ଧͪコンクϦートߌ

・3C構の部ࡐ

⾣実　　　績

・ઋࢢ内のマンション（場所ଧͪߌɿ26 体）

・ւࢢ内のෳ合施設（基ૅղ体ɿ6� /�NN2 のコンクϦート）

⾣問 合 せ 先

༸建設᷂　経営管理本部　経営企画部　広報άルーϓޒ

˟ 112�8756　東ژจָޙ۠ژ 2�2�8

T&-ɿ�3�3817�755�

ࣸਅᴷ �　ಈతഁࡎࡅʢՐ۩ͱʣ ਤᴷ �　ༀϗϧμʔ

ਤᴷ �　ༀϗϧμʔ設ஔ֓ཁ

ࣸਅᴷ̎ ମݧࢼલɾࡅഁ　 ࣸਅᴷ�　രɾԻཆੜ

ࣸਅᴷ�　ഁޙࡅɾݧࢼମ ࣸਅᴷ�　ഁޙࡅɾഁஅ໘

ࣸਅᴷ�　ݱɾഁࡅঢ়ଶ
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04-357 A-Flash計測システム 錢高組
演算工房

⾣ 概　　　要

において，େきなม位が生じるような࣌トンωルの۷ַࢁ

地ࢁでは，ม位の計測ස度を૿やして，ม位の૿加量をૣظに

Ѳする必要があった。また，ม位の計測݁Ռは，計測୲当者

がデータを PCにてॲ理する必要があΓ，݁Ռをਝに現場関

。者にୡすることが՝であった

ͦこで，ַࢁトンωルน面に設ஔしたセンαーによΓ，ఱ

下量やน面のม位量のେきさ（内ۭม位）の管理レϕルを，

ޫの色（-&%）で可ࢹ化できる「"�'MBTI 計測システϜ」を

化した。これによΓ，現場関者がϦアルタイϜに，ͦの場

でม位ঢ়ଶをѲすることができる。

本システϜは，「主要地方ಓେધҁཬࡾઢ（Ծশ）小ੴ

トンωルங工事」（施工ɿ᭝高・๛ౡ建設工事共同企業体）

のトンωル۷中の内において設ஔし，性を確認した。

⾣ 特　　　徴

本システϜは，従来の計測（計測工"という）のϙイント

に対Ԡする位ஔに受ޫセンαーを設ஔし，一般にトンωル内に

ৗ࣌ਾえけられている測量用のトータルステーションのレー

ザーޫを，受ޫセンαーに対してরࣹする。ͦのࡍ，受ޫセン

αーは，レーザーޫの受ޫ位ஔにԠじて管理レϕルの色を

-&% で発ޫする。これによΓ，従来の計測方๏に対して，

-&%の発ޫ色の目ࢹによって，現場関者がͦの場でϦアル

タイϜにน面ม位のঢ়ଶをѲできる機が加わったことで，

現場の҆શ・҆心につながるとともに，ૣظにิॿ工๏なͲの

対ࡦを行うことでトンωルの҆定に立つ。

機の特として，以下が͛ڍられる。

ᶃ௨ৗ体੍（੨色），注意体੍（色），要注意体੍（ԫ色），

重注意体੍（色）等のݫ �色に対Ԡ

ᶄトータルステーションは，自動的に意の間ִでレーザーޫ

を受ޫセンαーにরࣹ可

ᶅͦのため，初ظ設定ޙ，現場関者は，自動でม位ঢ়ଶを

Ѳが可

ᶆ一୴レーザーޫが受ޫセンαーにরࣹされると，࣍にレー

ザーޫがরࣹされるまで，ޫの色の点౮をҡ࣋

ᶇ受ޫセンαーはిסで 1ϲ月ۦ動するため，ม位がऩଋす

るఔ度まで，ిのऔΓえが不要（ল配ઢ）

ᶈԖ直ม位とਫ平ม位を，ͦれͧれの -&%でѲ可

⾣用　　　途

トンωル（/"TM）工事ַࢁ・

・シールド工事，留やԾڮࢅ等のԾ設のม位確認なͲ

⾣問 合 せ 先

᷂᭝高　技術本部　技術研究所

˟ 1�2�8678　東ژઍా۠一൪ொ 31

T&-ɿ�3�521��2���

᷂ԋࢉ工

˟ Ӄ中立ച下ルޫܙஐ۠ژ্ࢢژژ　6�2�8268

ཬொࢁ 237 ൪地 3

T&-ɿ�75��17��1��

ࣸਅᴷ �　डޫηϯαʔ設ஔঢ়گ

ਤᴷ �　डޫηϯαʔͷ֓ཁ

ਤᴷ �　γεςϜશମਤ




